
今年も祭りの季節が

やってきた!!
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ఆ　ྫ　会

都
市
計
画
道
路

　
　
　
　

整
備
事
業

　
「
赤
田
・
上
沖
洲
線
」

５
５
０
万
円

幹
線
町
道
整
備
事
業

　
「
上
沖
洲
・
鷲
巣
線
」

　
「
折
地
・
向
野
線
」

　
「
塩
屋
・
赤
崎
線
」

１
８
１
５
万
円


（
大
森
議
員
）

小
中
学
校
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
へ
の
改
修
は
。


（
学
校
教
育
課
長
）

平
成
��
年
度
ま
で

に
��
％
の
整
備
が
行
わ

れ
平
成
��
年
度
ま
で
に

��
％
以
上
を
目
標
に
計

画
し
て
い
る
。

　ொ͔Β݄̏ͷ༧ࢉにର͚͠༧ࢉがまれɺ
ఏҊされͨ議Ҋ̐݅ɾใ݅̎ࠂなͲΛ৹議͠ɺશͯݪ
Ҋͷͱ͓りՄܾͨ͠。

第２回定例会
݄̒19ʙ23ʢ̑ؒʣ

あなたの健康　ポイントで 応援

（
竹
本
議
員
）

健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
す
す
め
方
は
。


（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

町
民
の
健
康
維
持
、
増
進
、

介
護
予
防
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
活
動
す
る
人
に
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
し
そ
れ
に
応
じ
た
健
康
商

品
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。


（
福
本
議
員
）

合
併
��
周
年
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
内
容
は
。


（
総
務
課
長
）

長
洲
町
出
身
で
活
躍
中
の

３
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
郷
土
愛

を
語
っ
て
も
ら
い

ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
て
も

ら
え
る
よ
う

に
し
た
い
。

Ұൠ会ิܭਖ਼

૯ɹֹ

��ԯ������������������������ສԁສԁສԁສԁສԁ

��������ԯ��������������������������������ສԁສԁສԁສԁ

健康　ポイント健康　ポイント
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ఆ　ྫ　会

平成29年度下水道事業会計補正予算
Պɹɹ ༧ఆֹܾط ิਖ਼༧ఆֹ ܭ ֓ɹɹɹཁ

Լਫಓۀࣄऩӹ 8ԯ����ສԁ �80ສԁ 8ԯ81��ສԁ ಈʹͬͯൃੜ͢׆Ӧܦৗతܦͷۀا
ΔऩೖʢԼਫಓ༻ྉʣ

Ӧ ۀ ֎ ऩ ӹ �ԯ�98�ສԁ �80ສԁ �ԯ��6�ສԁ ড়Խηϯλʔͷࢪઃͷվஙߋ৽࣌ʹ
ൃੜ͢Δఫڈͷച٫ֹ

ࢿ 本 త ऩ ೖ 11ԯ��81ສԁ ��86ສԁ 11ԯ�96�ສԁ ɺଞ࠴ۀاͱͳΔݯࡒͳͲͷࢿઃݐ
ձ܁ܭೖۚɺݿࠃʢ県ʣิ ॿۚͷऩೖ

ا ۀ ࠴ �ԯ8��0ສԁ ��0ສԁ �ԯ8600ສԁ ࠴ۀࣄԼਫಓڞඅͷ૿ֹʹΑΔެۀࣄ
ͷ૿ֹ

ࠃ ݿ ิ ॿ ۚ �ԯ�9��ສԁ �169ສԁ �ԯ81��ສԁ Լਫڞॿֹࣔͷ૿ֹʹΑΔެิݿࠃ
ಓิݿࠃॿۚͷ૿ֹ

 ࣄ ෛ ୲ ۚ 1ԯ6�99ສԁ 16�ສԁ 1ԯ6966ສԁ ୲ۚͷ૿ࢢඅͷ૿ֹʹΑΔ玉名ۀࣄ
ֹ

ࢿ 本 త ࢧ ग़ 1�ԯ��99ສԁ ��96ສԁ 1�ԯ��9�ສԁ ৽ͨͳࢪઃͷඋطଘࢪઃͷվஙߋ৽
ͳͲͷݐઃվྑඅ࠴ۀاঈؐۚͷࢧग़

ݐ ઃ վ ྑ අ 9ԯ�00ສԁ ��8�ສԁ 9ԯ��8�ສԁ ࠶ॿֹࣔʹΑΔড়Խηϯλʔิݿࠃ
ֹ૿ߋҕୗྉͷมۀࣄஙߏ

ॿฦؐۚิݿࠃ 0ສԁ �09ສԁ �09ສԁ ର͕݅ิॿର݅Ͱ͋Δ߹ʹ
ΑΔิॿۚฦؐۚ
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ฏ�9長洲町Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉ
ʢୈ̎߸ʣ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ �

ʜʓɹɹରʜʷɹɹࢍ ʢܽୀʣ੮ʜܽ

ˎ͜ͷ৹ٞ݁Ռࢍ൱ͷ͔Εͨͷʹ͍ͭͯͷΈද͠ه·ͨ͠ɻ

ˎٞ長දܾʹՃΘΓ·ͤΜɻ

【
内
容
】

地
方
公
務
員
法
の
分
限
休
職
処
分
の

期
間
が
、
国
や
県
内
他
自
治
体
を
含

め
３
年
と
さ
れ
て
お
り
、
町
職
員
が

不
利
益
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う

均
衡
を
図
る
た
め
。全

員
賛
成　

可
決

【
内
容
】

国
の
制
度
が
見
直
さ
れ
、
補
助
事
業

と
交
付
金
事
業
に
分
か
れ
た
こ
と
か

ら
、
条
例
の
名
称
と
事
業
名
を
変
更

す
る
も
の
。

全
員
賛
成　

可
決

【
内
容
】

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
総
務

費
、
農
林
水
産
業
費
、
土
木
費
、
教

育
費
の
一
部
を
平
成
��
年
度
に
繰
り

越
し
た
も
の
。

【
質
疑
】


（
福
永
議
員
）

暗
渠
排
水
が
地
元
負
担
で
は
な

く
町
の
持
出
し
に
な
っ
て
い
る
が
、

地
方
債
は
い
つ
許
可
が
認
め
ら
れ
、

国
庫
支
出
金
は
い
つ
に
な
っ
た
の
か
。


（
農
林
水
産
課
長
）

決
定
通
知
、
補
助
金
の
交
付
決

定
通
知
は
平
成
��
年
��
月
��
日
に
来

て
い
る
。

【
内
容
】

浄
化
セ
ン
タ
ー
機
械
濃
縮
棟
建
設
事

業
、
同
ガ
ス
タ
ン
ク
改
築
事
業
、
同

管
理
棟
耐
震
化
事
業
に
つ
い
て
繰
り

越
し
た
も
の
。

【
質
疑
】


（
福
永
議
員
）

速
や
か
に
施
工
す
る
と
の
こ
と

だ
が
も
う
何
カ
月
か
経
過
し
て
い
る
。

前
年
度
の
事
業
進
行
に
努
め
て
今
の

状
況
か
。


（
下
水
道
課
長
）

熊
本
地
震
の
影
響
で
、
業
者
が

い
な
か
っ
た
こ
と
が
繰
り
越
し
の
原

因
で
、
早
期
に
竣
工
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
く
。

条
例
の
一
部
改
正

報　

告

町
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

水
域
環
境
保
全
創
造
事
業
に
伴
う

分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

平
成
��
年
度
公
共
下
水
道
特
別

会
計
繰
越
明
許
費
の
報
告

平
成
��
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
の
報
告
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町
政
を
問
う

６月定例会６月定例会６月定例会６月定例会６月定例会６月定例会

Ұ
ൠ
࣭


Ұ
ൠ
࣭


Ұ
ൠ
࣭


Ұ
ൠ
࣭


Ұ
ൠ
࣭

はは
������
ਓਓ
がが
ొ
ஃ
ొ
ஃ
ొ
ஃ
ొ
ஃ

Ұ ൠ ࣭ 

1	大森　秀久	･････････････････････････････････････P5
 ̍ɽ ࠃຽ݈߁อݥʹ͍ͭͯ
 ̎ɽ ӫอҭॴͷຽӦԽʹ͍ͭͯ
 ̏ɽ 町ͷจॻنఔͱӡ༻ʹ͍ͭͯ

2	竹本　信次	･････････････････････････････････････P6
 ̍ɽ Ί͟͢ະདྷͷʮ·ͪͮ͘Γʯʹ͍ͭͯ
 ̎ɽ एऀޏ༻ରࡦͷਪਐʹ͍ͭͯ

3	荒木　睦子	･････････････････････････････････････P7
 ̍ɽ ͝ Έॲཧʹ͍ͭͯ
 ̎ɽ ࡂରࡦʹ͍ͭͯ

4	磯野　　博	･････････････････････････････････････P8
 ̍ɽ ݻఆ࢈ࢿ੫ʹ͍ͭͯ
 ̎ɽ ެ ͍ͯͭʹઃཧࢪڞ

5	浦辺　朝章	･････････････････････････････････････P9
 ̍ɽ গྸߴࢠԽɾਓݮޱগʹରԠͨ͠ॅ·͍ɾ·

ͪͮ͘Γʹ͍ͭͯ
 ̎ɽ εϙʔπ׆ಈͷීٴͱࢪઃͷඋʹ͍ͭͯ

6	樋口エミ子	･･････････････････････････････････P10
 ̍ɽ 町ຽͷจԽɺࢱͷަྲྀࢪઃ͕ू߹͍ͯ͠Δ

पลͷඒԽڥʹ͍ͭͯ
 ̎ɽ ৬һͷறंʹؔ͢Δ͜ͱʹ͍ͭͯ

7	宮本哲太郎	･･････････････････････････････････P11
 ̍ɽ ͷఅʹ͍ͭͯ
 ̎ɽ ं றंʹ͍ͭͯ

8	市原　一広	･･････････････････････････････････P12
 ̍ɽ ެ ͍ͯͭʹΓͮͪ͘·͔ͨ͠׆Λؔػ௨ަڞ
 ̎ɽ ̓ ৺ͯ͠ੜ׆Ͱ͖Δ҆શͷ͋Δ·ͪͮ͘Γʹ

͍ͭͯ

9	浜村　芳光	･･････････････････････････････････P13
 ̍ɽ ಛผࢧԉڭҭࢧԉһͷมߋʹ͍ͭͯ
 ̎ɽ 長洲町ӳڭޠҭਪਐۀࣄʹ͍ͭͯ
 ̏ɽ 長洲町ٶ۠Ҭ༏ྑିॅඋۀࣄʹ

͍ͭͯ

�	濱﨑　　久	･･････････････････････････････････P14
 ̍ɽ ࠶ͼɺߦ࢈ࡒʢੜ࢈ϞσϧʣΛෆ๏༗

ͨ͠ͷ୭͔

�	福本みや子	･･････････････････････････････････P15
 ̍ɽ ࡂͷऔΓΈʹ͍ͭͯ
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Ұ ൠ ࣭ 

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

国
保
の
制
度
改
正
で
、町
や
町
民
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
の
か


制
度
改
正
の
趣
旨
に
沿
っ
て
取
り
組
む
課
題
と
認
識

町
立
保
育
所
を
残
す
と

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か



保
育
内
容
に
差
は
な
い
が
、

国
か
ら
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い


今
回
の
国
民
健
康
保

険
の
制
度
改
正
は
、

何
の
た
め
に
行
わ
れ
る
の

か
。
運
営
が
県
に
移
る
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
か
。


（
町
長
）

今
回
の
改
革
は
、
国

保
が
抱
え
る
高
齢
化
、
医

療
費
の
上
昇
、
所
得
の
低

下
、
財
政
の
脆
弱
性
な
ど

構
造
的
な
問
題
か
ら
、
町

か
ら
県
へ
財
政
を
一
本
化

す
る
も
の
で
、
メ
リ
ッ
ト

と
い
う
よ
り
制
度
改
正
に

沿
っ
て
取
り
組
む
も
の
。


保
険
者
が
町
か
ら
県

に
移
る
と
い
う
理
解

で
よ
い
か
。


（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

保
険
者
は
県
と
町
に

な
る
。
要
は
、
共
同
運
営
を

行
う
形
に
な
る
。
県
は
財

政
運
営
、
町
は
保
険
税
の

決
定
や
徴
収
の
窓
口
的
な

業
務
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。


町
立
保
育
所
を
残
す

こ
と
が
町
民
や
子
育

て
世
代
に
と
っ
て
デ
メ
リ

ッ
ト
に
な
る
の
か
。


（
町
長
）

現
在
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
運
動
教
室

の
導
入
や
英
語
教
育
な
ど

保
育
内
容
に
差
は
な
い
が
、

公
立
運
営
で
あ
り
、
国
等

か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。


民
営
化
検
討
委
員
は

六
栄
保
育
所
を
見
に

行
っ
た
の
か
。


（
子
育
て
支
援
課
長
）

検
討
会
に
お
い
て
揃

っ
て
見
に
行
っ
た
こ
と
は

な
い
。


被
保
険
者
の
声
で
一

番
多
い
保
険
税
が
高

い
と
い
う
問
題
で
、
財
政

運
営
が
県
に
移
っ
て
変
化

が
出
る
の
か
。


（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

モ
デ
ル
と
し
て
３
方

式
課
税
が
示
さ
れ
て
お
り
、

町
は
４
方
式
な
の
で
若
干

の
変
動
は
あ
っ
て
も
基
本

的
に
は
変
わ
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。


県
と
町
の
協
議
で
は

試
算
の
結
果
が
示
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
公

表
す
る
考
え
は
な
い
か
。


（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

平
成
��
年
度
に
向
け

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

出
さ
れ
た
数
字
で
あ
り
、

公
表
に
よ
り
数
字
が
ひ
と

り
歩
き
す
る
懸
念
が
あ
り

公
表
す
る
考
え
は
な
い
。


民
営
化
で
発
達
障
が

い
を
持
つ
子
ど
も
の

受
け
入
れ
は
ど
う
な
る
か
。


（
子
育
て
支
援
課
長
）

申
し
込
み
が
あ
っ
た

場
合
、
町
で
は
ど
こ
で
見

て
い
た
だ
く
の
が
一
番
い

い
か
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

か
ら
意
見
を
も
ら
っ
て
入

所
調
整
を
行
う
。
施
設
に

は
応
諾
義
務
が
あ
る
。

େलٱ議һ

ʮվֵʯޙͷࠃอࡒʢΠϝʔδਤʣ

ަۚᶃอڅݥʹඞཁͳඅ༻Λશֹ町ަᶄ࣌ࡂʹΑΔอݥྉͷݮ໔ֹ͕ଟֹ
Ͱ͋Δ͜ͱɺ町ʹ͓͚Δอ݈ۀࣄΛࢧԉ͢ΔͳͲɺ町ʹಛผͳࣄ͕͋Δ߹ʹͦͷࣄ
Λަྀͯ͠ߟ

公費
支出

保険料 保険給付費
＊出典は「議会と自治体」5月号

支出 定率国庫負担 等

保険料軽減 等

納付金

公費
収入

交付金

収入

県の国保特別会計

町の国保特別会計
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Ұ ൠ ࣭ 

町
政
を
問
う

近
未
来
ど
う
な
る
ど
う
す
る
町
の
公
共
施
設


施
設
利
用
状
況
を
踏
ま
え
公
共
施
設
再
配
置
の
方
向
性
を
示
し
た
い

ྼԽɾٺԽがਐΜでいΔ݈߁ࢱηϯλʔ

地
域
力
で
若
者
を
創
出
す
る

地
域
産
業
づ
く
り
を


ま
ち
の
産
業
を
元
気
に
し

若
者
の
雇
用
拡
大
を
図
り
た
い


高
度
経
済
成
長
期
に

整
備
さ
れ
た
公
共
施

設
の
耐
用
年
数
が
近
づ
き
、

今
後
そ
の
建
て
替
え
な
ど

に
要
す
る
費
用
の
確
保
が

課
題
と
な
る
。
近
未
来
、

ま
ち
の
公
共
施
設
は
、
ど

う
な
る
ど
う
す
る
の
か
。


熊
本
県
の
雇
用
情
勢

は
バ
ブ
ル
に
近
い
高

水
準
に
あ
る
が
、
地
域
力

で
若
者
を
創
出
す
る
地
域

産
業
づ
く
り
の
推
進
が
必

要
で
あ
る
。
町
内
主
要
企

業
の
本
年
の
新
卒
採
用
状

況
は
。
ま
た
、
若
年
者
雇

用
に
お
け
る
課
題
は
何
か
。


（
町
長
）

町
が
保
有
し
て
い
る

公
共
施
設
の
利
用
状
況
や

維
持
管
理
コ
ス
ト
な
ど
を

見
え
る
化
し
、
用
途
廃
止
、

複
合
化
、
統
廃
合
を
検
討

し
、
公
共
施
設
再
配
置
の

方
向
性
を
示
し
た
い
。


（
町
長
）

町
内
企
業
の
本
年
新

卒
採
用
は
、
大
卒
��
名
、

高
卒
��
名
の
１
０
２
名（
内

女
性
７
名
）で
、
昨
年
と
ほ

ぼ
同
じ
状
況
で
あ
る
。
今

後
の
課
題
は
、
町
内
者
の

雇
用
を
増
や
し
定
住
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

एख৽نबऀͷαϙʔτΛ


今
後
税
収
の
減
少
が

予
測
さ
れ
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
、
更
新
の

た
め
の
財
源
の
現
状
を
確

保
で
き
る
確
証
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
。
未
来
の
子

ど
も
た
ち
へ
負
担
を
か
け

ず
に
、
公
共
施
設
を
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
。


（
町
長
）

今
後
、
��
年
間
で
公

共
施
設
等
の
更
新
コ
ス
ト

��
％
以
上
の
削
減
を
達
成

す
る
た
め
に
、
施
設
総
量

の
削
減
、
施
設
の
長
寿
命

化
等
を
計
画
的
に
進
め
、

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

の
削
減
を
図
り
た
い
。


ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ハ
ウ

ス
栽
培
で
企
業
的
農

業
経
営
に
移
行
さ
れ
た
生

産
者
は
、
多
く
の
課
題
に

直
面
さ
れ
て
い
る
。
若
手

新
規
就
農
者
に
は
償
却
資

産
等
、
農
業
経
営
の
課
題

解
決
の
支
援
が
必
要
で
は
。

　

ま
た
、
地
域
力
で
持
続

可
能
な
農
業
生
産
基
盤
の

整
備
を
図
り
、
若
い
後
継

担
い
手
育
成
の
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
。


（
農
林
水
産
課
長
）

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
課

題
解
決
や
償
却
資
産
の
啓

発
を
行
い
、
青
年
等
就
農

資
金
を
活
用
し
た
新
規
就

農
支
援
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽

培
の
高
度
化
に
向
け
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
や
、
Ｐ

Ｒ
事
業
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
し
、
次
世
代
を
担
う

若
い
後
継
担
い
手
育
成
の

支
援
を
図
り
た
い
。

ຊ৴࣍議һ
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量
化
対
策
は


事
業
所
を
訪
問
し
、
現
状
調
整
等
を
行
っ
て
い
る

ࣺͯれごΈ͚れݯࢿ

熊
本
災
害
後
の町の

取
り
組
み
や
対
策
は



地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
等

意
識
向
上
を
図
る


家
庭
か
ら
出
る
ご
み

の
減
少
と
事
業
所

（
企
業
・
店
舗
等
）
か
ら

出
る
ご
み
の
増
加
の
原
因

は
。

（
住
民
環
境
課
長
）

家
庭
か
ら
の
ご
み
の

減
少
は
、
人
口
減
と
各
区

の
資
源
ご
み
保
管
庫
の
設

置
事
業
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
事
業
所
か
ら
の
ご
み


災
害
後
の
町
の
取
り

組
み
や
対
策
は
。


（
町
長
）

地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
や
、
避
難
所
の
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
又
、
防

災
行
政
無
線
子
局
の
増
設
、

防
災
倉
庫
、
L
E
D
投
光

機
等
防
災
資
機
材
の
整
備

を
行
っ
た
。


災
害
時
の
要
支
援
者

に
対
す
る
支
援
は
。

の
増
加
は
コ
ン
ビ
ニ
や
ス

ー
パ
ー
の
新
た
な
出
店
が

原
因
と
な
っ
て
い
る
。


事
業
所
か
ら
の
ご
み

の
増
加
に
対
し
て
の

対
策
は
。


（
住
民
環
境
課
長
）

企
業
（
製
造
業
の
工

場
）
は
、
独
自
に
専
門
業

者
に
運
搬
収
集
処
理
を
行

っ
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
や


（
町
長
）

各
地
域
に
お
け
る
要

支
援
者
の
把
握
を
行
う
。

把
握
の
方
法
と
し
て
、
一

区
一
職
員
が
区
長
さ
ん
や

民
生
委
員
さ
ん
と
協
力
し
、

対
象
者
の
把
握
に
努
め
る
。

そ
の
後
完
成
し
た
避
難
支

援
プ
ラ
ン
を
も
と
に
避
難

訓
練
を
実
施
す
る
よ
う
全

域
に
広
げ
て
い
く
。

ͷඋ͑ͷҰͭに࣌ࡂ


町
職
員
の
訓
練
は
、

ど
の
よ
う
な
や
り
方

を
行
っ
て
い
る
か
。


（
総
務
課
長
）

職
員
全
員
が
登
録
し

て
い
る
防
災
メ
ー
ル
で
就

業
時
間
外
の
任
意
の
時
間

に
災
害
の
発
生
を
伝
え
る

訓
練
用
メ
ー
ル
を
行
っ
て

い
る
。


予
期
せ
ず
に
実
践
的

な
訓
練
、
非
常
参
集

訓
練
を
行
う
考
え
は
あ
る

か
。

（
副
町
長
）

無
予
告
の
非
常
参
集

訓
練
、
道
路
途
絶
時
の
徒

歩
に
よ
る
登
庁
訓
練
等
、

実
践
的
な
訓
練
も
必
要
と

思
う
。

ス
ー
パ
ー
に
対
し
て
は
、

訪
問
を
行
い
、
意
見
交
換

す
る
中
で
提
案
も
行
っ
て

い
る
。


福
祉
施
設
や
病
院
か

ら
の
ご
み
の
処
理
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。


（
住
民
環
境
課
長
）

収
集
許
可
を
持
っ
て

い
る
許
可
業
者
に
委
託
し
、

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
処
理

を
し
て
い
る
。

議һࢠກߥ
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町
政
を
問
う

中
学
校
の
統
廃
合
が
必
要
と
考
え
る
時
期
は


児
童
・
生
徒
数
が
減
っ
て
複
式
学
級
に
な
る
と
き
、あ
る
い
は
明
確
に
な
る
と
き
だ

ү　ത議һ

தֶߍͷ౷߹な͠では̍ͭになΒないऱொ

ඇެ։ʢະߋ৽ʣͷ会議

償
却
資
産
、農
業
関
係
に減

免
の
考
え
は



税
の
公
平
性
の
視
点
か
ら

検
討
し
て
い
な
い


小
中
学
校
統
廃
合
の

検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
。


（
教
育
長
）

必
要
に
応
じ
て
教
育

委
員
会
会
議
で
統
廃
合
及


補
助
も
特
に
考
え
て

い
な
い
と
の
事
だ

が
、
そ
れ
に
か
わ
る
も
の

は
な
い
か
。


（
農
林
水
産
課
長
）

今
、
農
業
関
係
で
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
デ
ー
タ

収
集
を
行
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
進
め
る
の
が
一
つ
の
方

策
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

び
学
校
規
模
適
正
化
に
つ

い
て
協
議
、
検
討
し
て
い
る
。


過
去
に
議
会
か
ら
の

質
問
で
委
員
会
は
ど

の
よ
う
な
議
論
を
さ
れ
た

の
か
。

 


（
教
育
長
）

児
童
・
生
徒
数
の
推

移
、
学
級
数
、
校
舎
等
を
建

て
て
何
年
な
ど
の
も
の
を

資
料
に
し
検
討
し
て
き
た
。


必
要
に
応
じ
て
と
の

事
だ
が
一
般
質
問
で

上
が
っ
て
く
る
か
ら
会
議

を
し
て
た
の
か
。


（
教
育
長
）

い
ろ
い
ろ
な
資
料
を

そ
ろ
え
て
教
育
委
員
会
に

か
け
て
い
る
。


児
童
・
生
徒
数
の
把

握
は
。


（
学
校
教
育
課
長
）

各
地
区
の
年
齢
別
人

口
に
て
、
平
成
��
年
ま
で

の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移

を
出
し
て
い
る
。
平
成
��

年
ま
で
あ
る
程
度
の
数
で

推
移
す
る
と
考
え
る
。


Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護
者
か
ら

中
学
校
は
１
つ
で
い

い
の
で
は
と
の
意
見
が
非


年
１
回
く
ら
い
の
会

議
で
ど
う
い
っ
た
意

見
が
出
て
い
る
の
か
。
何

分
く
ら
い
議
論
を
し
て
い

る
の
か
。
議
事
録
が
見
れ

な
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
。


（
教
育
長
）

資
料
を
見
て
ま
だ
ま

だ
統
合
す
る
時
期
で
は
な

い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

常
に
多
い
。
財
政
が
厳
し

い
か
ら
統
廃
合
が
進
ま
な

い
の
か
と
思
う
人
も
い
る
。

現
状
の
ま
ま
行
く
の
か
。


（
教
育
長
）

統
合
し
た
ほ
う
が
い

い
の
か
、
１
つ
の
町
に
２

つ
の
中
学
校
が
あ
っ
て
切

磋
琢
磨
し
て
い
く
、
そ
の

利
点
も
あ
る
と
思
う
。


玉
名
市
で
は
統
廃
合

が
進
ん
で
い
る
。
本

町
の
類
似
の
規
模
で
ど
ん

ど
ん
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

と
比
較
検
討
し
て
い
る
の

か
。
本
町
の
資
料
だ
け
で

や
っ
て
い
る
の
か
。
日
本

全
国
い
ろ
い
ろ
な
自
治
体

の
い
い
と
こ
ろ
を
取
り
入

れ
る
考
え
は
な
い
か
。


（
教
育
長
）

他
自
治
体
の
資
料
を

出
し
て
検
討
は
し
て
い
な

い
。
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
は


住
宅
や
施
設
等
含
め
た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要


若
い
世
代
が
元
気
に

働
き
、
子
育
て
が
で

き
る
環
境
と
高
齢
者
が
安

心
し
て
居
住
で
き
る
よ
う

な
公
的
賃
貸
住
宅
の
整
備
、

医
療
福
祉
、
介
護
等
の
サ

ー
ビ
ス
拠
点
の
整
備
等
に

よ
り
多
様
な
世
帯
が
健
康

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
ど
う
実
現
で
き
る
か
。


（
町
長
）

町
営
住
宅
の
維
持
管

理
や
今
年
度
か
ら
取
り
組

む
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の

整
備
を
行
い
、
住
ま
い
の

確
保
を
図
る
。
一
方
商
業

施
設
や
医
療
、
介
護
施
設

及
び
道
路
や
上
下
水
道
等

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
含
め

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。


住
宅
地
の
空
洞
化
、

空
家
化
が
進
ん
で
い

る
。
高
齢
化
率
も
上
が
り
、

買
い
物
難
民
や
交
通
弱
者

も
ふ
え
て
い
る
。
高
齢
者

と
若
い
世
帯
が
共
に
暮
ら

し
て
い
け
る
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

は
な
い
か
。


（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

無
駄
の
な
い
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
は

必
要
だ
と
思
う
。


そ
の
為
に
は
、
既
存

住
宅
や
空
家
の
活
用

が
必
要
と
思
う
が
町
の
考

え
を
伺
う
。


（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

総
合
的
に
考
え
て
い

き
た
い
。

まͬ࢝よりࠓ ࣄ۠༏ྑିॅٶͨ

Ӝลேষ議һ

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

健
康
づ
く
り
の
普
及
に
は



校
区
公
民
館
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る


ス
ポ
ー
ツ
は
健
康
づ

く
り
や
医
療
・
介
護

費
の
削
減
等
に
必
要
。
し

か
し
地
域
の
方
が
ス
ポ
ー

ツ
に
参
加
で
き
る
環
境
や

機
会
が
少
な
い
の
で
は
な

い
か
。


（
教
育
長
）

校
区
公
民
館
事
業
と

し
て
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
等
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
校
区
公
民
館
に

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
備
わ
っ

ଟ͘ͷࢀՃऀでΘ͏ϖλϯΫେ会

て
い
な
い
所
も
多
く
、
屋

内
で
も
活
動
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
を
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。


子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
一
緒
に
参
加
で

き
る
競
技
、
た
と
え
ば
室

内
ペ
タ
ン
ク
ボ
ー
ル
と
か

考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。


（
生
涯
学
習
課
長
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等

何
が
で
き
る
か
考
え
た
い
。


長
洲
に
こ
に
こ
ク
ラ

ブ
の
現
状
、
特
に
小
学

生
の
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。


（
生
涯
学
習
課
長
）

小
学
生
で
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
サ
ッ
カ
ー
、
フ

ッ
ト
サ
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
卓
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
陸
上
等
９
種
目
、

１
８
０
名
の
参
加
が
あ
っ

て
い
る
。



10潮さい（H29.8.1 No.130）

Ұ ൠ ࣭ 

町
政
を
問
う

町
の
交
流
施
設
周
辺
の
美
化
環
境
へ
の
視
点
は


作
業
回
数
を
ふ
や
し
整
え
て
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
く

職
員
の
駐
車
に
関
す
る

内
規
・
規
定
は
あ
る
の
か



利
用
上
の
規
定
は
設
け
て
い
な
い


用
水
路
の
中
か
ら
背

高
く
雑
草
や
雑
木
が

お
い
繁
っ
て
い
る
。
環
境

景
観
も
悪
い
。

　

す
こ
や
か
館
周
辺
は
子

ど
も
た
ち
の
健
診
や
、
健

康
を
見
守
り
育
て
る
場
所

と
し
て
良
好
な
環
境
が
必

要
で
あ
る
。

も
喜
ば
れ
て
い
る
。
感
謝

す
る
も
の
だ
。
長
洲
町
に

は
職
員
の
専
用
駐
車
場
も

な
く
自
由
に
停
め
て
い
る

よ
う
だ
が
公
用
車
、
職
員

の
車
の
台
数
は
。


（
総
務
課
長
）

公
用
車
は
消
防
署
の

積
載
車
を
含
め
て
��
台
、

職
員
は
臨
時
職
員
も
含
め

１
３
１
台
で
あ
る
。

　

調
整
池
に
は
土
砂
が
堆

積
し
、
雑
草
や
ご
み
も
多

い
。
定
期
的
な
作
業
は
や

っ
て
い
る
の
か
。


（
建
設
課
長
）

指
摘
を
受
け
早
速
現

地
を
確
認
し
た
。
確
か
に

管
理
が
行
き
届
い
て
お
ら

ず
、
雑
草
も
水
路
よ
り
お


多
く
の
職
員
が
公
民

館
の
駐
車
場
の
真
ん

中
、
中
央
一
帯
に
駐
車
し

て
い
る
。


（
総
務
課
長
）

職
員
が
自
由
に
停
め

て
い
る
状
況
で
利
用
者
の

方
に
は
御
不
便
を
お
か
け

し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
す
こ
や
か
館
、
公
民

館
西
側
の
ス
ペ
ー
ス
に
駐

車
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

い
繁
り
雑
木
が
水
路
の
壁

よ
り
高
く
環
境
的
に
見
た

目
も
悪
い
。
施
設
を
利
用

さ
れ
る
方
に
と
っ
て
不
快

感
を
与
え
て
い
る
と
反
省

し
て
い
る
。


例
年
シ
ル
バ
ー
の
方

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

除
草
作
業
を
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
そ
れ
を
待
っ

て
い
る
の
か
。


（
副
町
長
）

シ
ル
バ
ー
の
み
な
ら

ず
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
お
声
を
か
け
、
職
員

で
十
分
で
な
い
所
を
手
伝


６
月
の
初
め
町
の
有

志
の
方
に
よ
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
こ
や
か
館

っ
て
も
ら
い
、
公
共
場
所

の
美
化
環
境
に
さ
ら
に
努

め
て
い
く
。


公
民
館
の
入
口
に
喫

煙
場
所
が
あ
る
。
公

民
館
は
特
定
健
診
の
場
所

で
も
あ
り
、
長
い
間
入
り

口
の
前
に
灰
皿
を
置
い
て

い
た
の
は
配
慮
が
足
り
な

か
っ
た
の
で
は
。


（
生
涯
学
習
課
長
）

設
置
場
所
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
正
面
玄

関
か
ら
離
れ
た
場
所
を
設

け
て
そ
こ
に
設
置
し
た
い
。

の
空
地
、
公
民
館
の
駐
車

場
が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、

利
用
者
住
民
の
方
は
と
て

৬һͷंはެຽؗͷଆ

が͓いൟͬͯいΔஷਫ
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Ұ ൠ ࣭ 

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

堤
防
の
草
木
を
き
れ
い
に
伐
採
除
草
出
来
な
い
か


県
に
適
正
管
理
を
お
願
い
す
る

路
上
駐
車
を
認
め
て
い
る
の
か



禁
止
看
板
と
標
識
を
た
て
る


町
に
は
５
つ
の
川
が

あ
る
。
浦
川
系
を
除

き
そ
の
堤
防
に
は
草
木
が

生
い
茂
っ
て
い
る
。
菜
切

川
、
宮
崎
川
、
行
末
川
は

人
も
通
れ
な
い
ほ
ど
荒
れ

て
い
る
。
町
は
現
状
を
知

っ
て
い
る
の
か
。


（
町
長
）

宮
崎
川
の
宮
崎
橋
よ

り
上
流
と
浦
川
水
路
が
町

の
管
理
で
あ
り
そ
の
他
は

県
管
理
の
河
川
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
町
か
ら

毎
年
河
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
、

自
然
木
の
伐
採
除
草
作
業

等
の
要
望
を
行
い
、
県
の

予
算
範
囲
内
で
可
能
な
対

応
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

一
部
区
間
に
つ
い
て
町
は

県
よ
り
河
川
環
境
美
化
委

託
を
受
け
町
か
ら
受
託
希

望
の
地
元
区
や
団
体
へ
除

草
清
掃
を
委
託
し
て
い
る
。

ま
た
随
時
地
元
区
な
ど
か

ら
要
望
あ
っ
た
箇
所
に
つ

い
て
は
県
へ
連
絡
し
対
応

を
お
願
い
し
て
い
る
。
県

管
理
河
川
道
路
は
、
し
ゅ

ん
せ
つ
や
除
草
等
適
切
に

管
理
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

町
管
理
河
川
に
つ
い
て
は

通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う

管
理
す
る
。


以
前
は
堤
防
が
通
路

に
な
っ
て
い
た
が
、

今
は
そ
の
お
も
か
げ
も
な

い
。
通
れ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。


（
建
設
課
長
）

予
算
的
な
、
問
題
で


総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
裏
か
ら
健
福

セ
ン
タ
ー
へ
通
る
道
筋
に

は
い
つ
も
車
が
駐
車
し
て

い
る
。
ま
た
体
育

館
の
裏
に
も
駐
車

し
て
い
る
。
認
め

て
い
る
の
か
。


（
教
育
長
）

体
育
館
裏
か

ら
健
福
セ
ン
タ
ー

入
口
付
近
ま
で
は

認
め
て
い
な
い
。

体
育
館
裏
に
は
利

用
者
が
多
い
時
は

駐
車
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
考
え
て
い
る
。


駐
車
禁
止
標

識
が
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

管
理
が
行
き
届
か
な
く
て

手
を
つ
け
ら
れ
て
い
な
い

の
で
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
く
。
堤
防
道
路
も
人
が

通
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ま
た
農
耕
者
の
方
に
も
自

分
た
ち
が
使
う
道
路
と
し

て
協
力
を
し
て
も
ら
う
し

区
役
等
で
日
常
使
う
道
は

地
元
の
協
力
を
求
め
て
い
る
。


県
に
は
雑
草
や
木
を

伐
採
除
草
す
る
機
械

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が

借
り
ら
れ
な
い
の
か
。


（
建
設
課
長
）

作
業
は
業
者
に
委
託

し
て
あ
る
の
で
県
は
も
っ

て
い
な
い
。


堤
防
の
利
用
価
値
が

少
な
く
な
っ
て
き

た
。
ご
み
の
不
法
投
棄
に

な
ら
な
い
か
。


（
建
設
課
長
）

不
法
投
棄
が
出
来
な

い
よ
う
に
注
意
を
促
す
。


（
生
涯
学
習
課
長
）

公
道
で
は
な
い
の

で
、
駐
車
禁
止
の
看
板
と

表
示
を
考
え
て
い
る
。

றंࢭېͷ൘Λ

がੜいໜͬͯいΔఅ
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Ұ ൠ ࣭ 

町
政
を
問
う

今
後
も
特
急
列
車
存
続
で
推
移
し
て
い
く
の
か
？


重
要
性
を
訴
え
、
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い

議һҰݪࢢ

防
災
対
策
は
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
だ



防
災
体
制
の
強
化
が
安
全
安
心
な

ま
ち
に
つ
な
が
る
と
考
え
る


長
洲
町
の
住
民
や
勤

労
者
に
と
っ
て
、
鉄

道
は
通
勤
・
通
学
・
観
光

に
お
け
る
重
要
な
移
動
手

段
で
あ
り
、
そ
の
利
便
性

の
維
持
・
確
保
、
ま
た
施

設
の
安
全
性
に
お
い
て

J
R
九
州
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

①
九
州
新
幹
線
の
全
線
開

業
か
ら
６
年
。
そ
の
効
果

と
、
九
州
新
幹
線
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ち

の
活
性
化
に
ど
う
取
り
組

ま
れ
て
い
る
の
か
。
②
以

前
、
長
洲
駅
に
は
上
下
��

本
の
特
急
列
車
が
停
車
し
、

通
勤
・
通
学
の
利
便
性
は

と
て
も
良
か
っ
た
が
、
現

在
は
上
下
５
本
と
な
っ
た
。

果
た
し
て
こ
の
ま
ま
特
急

列
車
存
続
で
推
移
し
て
い

く
の
か
と
危
惧
す
る
が
。


当
町
で
の
防
災
組
織

整
備
率
は
1
0
0
％

だ
が
、
そ
の
う
ち
日
常
的

に
活
動
し
て
い
る
団
体
は

何
割
な
の
か
、
ま
た
自
主

防
災
組
織
の
充
実
・
強
化

や
地
域
防
災
の
担
い
手
と

な
る
防
災
上
の
育
成
に
は

取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
。


（
町
長
）

平
成
��
年
の
長
洲
町

の
自
主
防
災
組
織
の
活
動

は
、
��
の
組
織
で
��
％

だ
、
ま
た
組
織
の
充
実
・

強
化
に
つ
い
て
は
、
訓
練

へ
の
相
談
・
助
言
や
女
性

消
防
隊
に
よ
る
救
急
救
命

法
や
防
災
講
話
を
通
じ
、

強
化
を
図
っ
て
き
た
。
防

災
士
の
育
成
に
つ
い
て
は
、


（
町
長
）

①
長
洲
町
へ
の
効
果

に
つ
い
て
は
、
九
州
新
幹

線
の
整
備
に
よ
り
縦
軸
が

で
き
た
こ
と
で
新
大
牟
田

駅
や
新
玉
名
駅
か
ら
長
州

港
を
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
、
い

わ
ゆ
る
横
軸
の
展
開
を
図

り
、
関
西
・
中
国
地
方
か

ら
の
誘
客
を
近
隣
市
町
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

②
現
在
、
特
急
有
明
の
利

用
客
は
減
少
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
町
と
し
て

は
J
R
九
州
へ
の
文
書

で
の
要
望
や
J
R
関
係

者
と
の
協
議
の
場
に
お
い

て
、
長
洲
町
の
現
状
や
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
話
や
情
報
収
集
を

行
っ
て
お
り
、
特
急
列
車

存
続
に
つ
い
て
も
、
今
後

も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

現
在
町
内
で
の
防
災
士
は

��
名
だ
が
、
今
年
度
は
、

防
災
士
の
資
格
取
得
の
た

め
の
助
成
を
行
う
な
ど
、

今
後
も
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
防
災
士
の
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

৽װઢ։ۀલͷऱӺࠁ࣌ද
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

４
月
導
入
の
英
語
教
育
推
進
事
業
の
現
状
は


英
語
指
導
者
１
名
を
曜
日
別
に
各
学
校
に
配
置
し
て
い
るࣄதはݥةがいͬͺい

解
体
工
事
が
開
始
さ
れ
た
が

危
険
へ
の
対
応
は


低
騒
音
で
既
設
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
住
宅
を

解
体
で
き
る
圧
砕
機
を
使
用


英
語
教
育
推
進
事
業

の
実
施
に
当
た
り
時

間
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し

た
か
。
他
の
授
業
に
影
響

は
な
い
か
。


（
教
育
長
）

３
学
年
と
４
学
年
は

「
総
合
的
な
学
習
」
の
時

間
を
削
減
し
て
英
語
科
の

較
し
て
も
進
ん
で
い
る
が

今
後
の
推
進
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。


（
教
育
長
）

国
も
導
入
予
定
の
教

科
書
な
ど
を
活
用
す
る
と


宮
野
地
域
優
良
賃
貸

住
宅
整
備
事
業
の
解

体
工
事
が
開
始
さ
れ
た
が
、

住
民
へ
の
騒
音
や
大
型
車

両
の
出
入
り
に
よ
る
危
険

へ
の
対
応
は
。


（
町
長
）

既
設
住
宅
の
足
場
に

防
音
シ
ー
ト
を
設
置
す
る

な
ど
、
十
分
な
騒
音
対
策

を
行
っ
て
い
る
。
大
型
車

両
の
出
入
り
に
よ
る
対
応

授
業
に
充
て
て
い
る
。
さ

ら
に
、
朝
の
��
分
を
英
語

科
の
短
時
間
授
業
と
し
て

１
週
間
に
３
日
実
施
し
て

授
業
数
を
確
保
し
て
い
る
。


長
洲
町
に
お
け
る
小

学
校
の
英
語
教
育
は

国
が
示
し
て
い
る
２
０
２

０
年
度
以
降
の
も
の
と
比

と
も
に
、
３
年
の
教
育
課

程
特
別
校
の
指
定
に
つ
い

て
、
国
の
動
向
を
見
な
が

ら
指
定
延
長
も
検
討
し
、

本
町
の
英
語
教
育
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
。

に
つ
い
て
は
、
住
民
説
明

会
等
に
お
い
て
、
交
通
安

全
対
策
を
徹
底
し
て
い
る
。


工
事
現
場
前
の
通
路

は
、
小
中
学
校
の
通

学
路
で
あ
り
危
険
で
あ
る
。

対
策
は
。


（
教
育
長
）

通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
を

対
象
に
、
２
通
り
の
通
学

路
の
案
を
提
示
し
、
ア
ン

よりޮՌతなӳڭޠҭΛ

ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、

六
栄
保
育
所
前
か

ら
、
宮
野
社
宅
の

北
側
を
通
り
、
学

校
の
裏
門
に
入
る

道
を
通
学
路
に
し

て
い
る
。


特
別
支
援
教

育
支
援
員
の

任
用
に
つ
い
て
。

募
集
に
際
し
て
、

応
募
が
少
な
く
、

定
員
に
満
た
な
い

の
で
��
年
度
に
よ

り
任
用
形
態
を
臨
時
職
員

と
し
て
任
用
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
成
果

は
。

（
教
育
長
）

臨
時
職
員
と
し
て
任

用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
子

育
て
の
経
験
な
ど
か
ら
児

童
生
徒
や
保
護
者
に
信
頼

を
受
け
る
方
を
任
用
す
る

こ
と
が
で
き
た
。


募
集
方
法
を
見
直
す

と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
見
直
し

を
し
た
の
か
。


（
教
育
長
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の

募
集
の
掲
載
を
は
じ
め
、

教
育
関
係
の
委
員
か
ら
情

報
収
集
を
し
た
。

ଜ๕ޫ議һ
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町
政
を
問
う

行
政
財
産（
金
魚
村
）を
無
断
使
用
し
て
い
る
の
は
誰
か


使
用
許
可
を
や
め
る
と
答
弁
し
た
が
３
月
末
再
許
可
し
た

ᖛ　ٱ議һ


町
長
の
決
裁
日
は
何

日
に
な
っ
て
い
る
か
。


（
農
林
水
産
課
長
）

許
可
申
請
は
３
月
��

日
だ
が
決
裁
の
日
は
、
わ

か
ら
な
い
。
受
付
け
た
職

員
名
も
わ
か
ら
な
い
。


受
付
者
不
明
で
公
文

書
に
な
る
の
か
、
６

月
��
日
許
可
を
４
月
１
日

に
さ
か
の
ぼ
る
な
ど
奇
妙

だ
が
。


（
町
長
）

書
類
通
知
が
遅
れ
た

だ
け
と
思
っ
て
い
る
。


金
魚
村
の
契
約
解
除

後
、
原
状
回
復
��
日

間
の
確
認
対
策
は
ど
う
し

た
か
。


（
農
林
水
産
課
長
）

早
期
に
金
魚
の
撤
去

を
お
願
い
し
て
い
た
。


こ
の
金
魚
村
は
不
法

占
有
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
つ
い
に
町

長
も
使
用
許
可
を
や
め
る

と
答
弁
さ
れ
た
の
だ
。
に

も
係
ら
ず
再
び
許
可
が
な

さ
れ
た
。
な
ぜ
４
月
か
ら

指
摘
し
て
い
る
に
も
係
ら

ず
、
事
前
に
全
員
協
議
会

な
ど
に
説
明
し
な
い
の
か
。


（
農
林
水
産
課
長
）

大
変
申
し
訳
な
い
。

金
魚
の
移
動
の
あ
い
だ
、

申
請
の
延
長
の
許
可
と
い

う
形
で
、
口
答
で
許
可
を

行
っ
て
い
る
。
受
付
の
事

務
に
関
し
て
は
ミ
ス
が
あ

っ
た
と
思
っ
て
い
る
。


町
は
今
ま
で
、
金
魚

村
の
作
業
所
に
コ
ン

パ
ネ
や
、
壊
れ
た
椅
子
や

扇
風
機
な
ど
解
体
業
者
が

搬
入
し
た
よ
う
な
資
材
を

不
法
に
置
い
て
い
た
事
実


課
長
は
４
月
１
日
か

ら
、
金
魚
村
の
無
断

使
用
者
が
組
合
長
だ
っ
た

と
確
認
し
、
早
期
に
撤
去

す
る
よ
う
組
合
に
話
し
た

と
い
う
が
、
そ
の
後
も
無

断
使
用
者
、
不
法
占
有
者

だ
と
し
て
、
私
と
共
有
し

て
い
た
も
の
が
、
突
然
豹

変
し
た
理
由
は
何
か
。


（
農
林
水
産
課
長
）

申
請
書
が
６
月
９
日

机
の
中
か
ら
出
て
き
て
、

私
の
決
裁
も
押
さ
れ
て
あ

っ
た
。


面
積
の
確
認
は
誰
が

し
た
か
。


（
農
林
水
産
課
長
）

し
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
ふ
う
に
思
う
。
審
査

は
、
私
が
書
類
を
見
つ
け

た
後
に
行
っ
た
。

は
認
め
て
い
る
。
組
合
も

当
然
知
っ
て
い
る
と
し
か

思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

　

私
は
こ
の
３
年
間
、
そ

れ
を
指
摘
し
て
い
る
の
だ
。


（
町
長
）

今
後
こ
う
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
注
意
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ଜڕۚ
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

地
域
と
の
協
働
で
防
災
体
制
を
ど
う
す
す
め
る
の
か


計
画
を
見
直
し
地
域
と
一
体
化
し
た
活
動
を
推
進
す
る

ҬͱҰॹに܇࿅ɺ্ ্

学
校
は
地
域
と
連
携
し
て防災

活
動
を
！



地
域
と
の
合
同
訓
練
を
計
画
中


熊
本
地
震
を
経
験
し

そ
れ
ま
で
の
防
災
計

画
の
反
省
や
課
題
に
ど
う

対
処
し
て
い
く
の
か
。


（
町
長
）

避
難
所
運
営
、
夜
間

の
職
員
の
参
集
な
ど
に
反

省
点
が
あ
っ
た
。
計
画
を

　

更
に
防
災
士
育
成
、
マ

ッ
プ
を
活
用
し
た
避
難
訓

練
な
ど
地
域
と
連
携
し
協

働
体
制
を
活
か
せ
る
組
織

に
整
備
し
て
い
く
。


Ａ
Ｅ
Ｄ
や
救
急
救
命

法
の
啓
発
を
ど
う
考

え
る
の
か
。


文
科
省
委
託
の
長
洲

中
学
校
の
訓
練
の
検

証
や
課
題
は
。


（
学
校
教
育
課
長
）

熊
本
地
震
で
訓
練
ど

お
り
の
避
難
が
出
来
た
。

そ
の
後
も
避
難
訓
練
を
行

い
、
校
舎
内
の
避
難
経
路

の
確
認
、
施
設
点
検
を
し

て
い
る
。
昼
夜
に
関
係
な

見
直
し
、
災
害
発
生
時
の

各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

防
災
行
政
無
線
５
局
の
増

設
、
防
災
資
機
材
の
整
備
、

防
災
倉
庫
購
入
な
ど
を
し

た
。
今
回
修
正
し
た
防
災

計
画
も
、
町
の
防
災
会
議
で

承
認
さ
れ
た
。


（
総
務
課
長
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
は

高
齢
者
に
も
分
り
や
す
い

方
法
を
検
討
す
る
。
講
習

も
女
性
消
防
隊
や
消
防
団

と
連
携
し
普
及
に
努
め
た

い
。
少
人
数
の
団
体
で
も

申
請
し
て
講
習
を
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

く
安
全
対
策
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。


児
童
生
徒
が
地
域
を

手
助
け
す
る
こ
と
は

教
育
的
に
も
意
義
が
あ
る

今
後
の
予
定
は
。


（
学
校
教
育
課
長
）

長
洲
中
学
校
は
生
徒

が
訓
練
で
の
反
省
や
課
題

を
整
理
し
��
月
の
合
同
訓

ࡂͷຊ࣭は༧に͋りɺ܁りฦ͠܇࿅Λ

練
に
向
け
て
準
備
し
て
い

る
。
他
校
も
合
同
訓
練
の

予
定
が
あ
る
。


児
童
生
徒
の
防
犯
グ

ッ
ズ
と
し
て
パ
ー
ソ

ナ
ル
カ
ー
ド
や
笛
、
防
災

頭
巾
な
ど
が
あ
る
が
導
入

を
考
え
る
か
。


（
学
校
教
育
課
長
）

小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
十
分
な
理
解
と
協
力
が

必
要
と
考
え
る
。


地
域
の
異
な
る
状
況

で
の
対
策
や
行
動
を

考
え
話
し
合
う
防
災
学
習

デ
ー
を
設
け
て
は
ど
う
か
。


（
副
町
長
）

防
災
・
避
難
訓
練
を

他
者
依
存
や
思
考
停
止
せ

ず
、
状
況
に
応
じ
て
、
最

良
の
行
動
方
針
を
と
る
自

助
努
力
が
大
切
だ
。
今
後

の
参
考
に
し
防
災
力
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ຊΈࢠ議һ
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 りが͘なΔͱɺ҉いಓがଟ͘ɺؼͷߍֶ
൜໘ɺަ௨໘でݥةにࢥいます。֗౮

൜౮Λ;ͯ͠ཉ͠いです。


Έͳ͞Μ͕҆৺して௨ֶͰ͖ΔΑ͏֗࿏౮、
൜౮のઃஔをનΊ、͞Βに൜のڧԽを

ਤΔͨΊ、ொ͔̍̎ॴに൜Χϝϥをઃஔす
Δ༧ఆͰす。

 ̍ੜͷࣨڭͷϑϩʔϦϯάが͘ݹなͬͯ
͓りɺݥة。まͨɺঢ߱ػもյれͯいͯ

͑まͤΜ。ิमΛ͓ئい͠ます。


ิमにͭいては、ߴ͕ੑٸۓいՕॴを༏
ઌにमસܭըをཱてています。ঢ߱ػにͭ

いては、ࡏݱ、ऱதֶ校に͕ෆࣗ༝ͳੜె
͕いͳいͨΊಈ͔ͤͳいΑ͏にして͓Γ、ނো
していΔものͰは͋ΓまͤΜ。

ࣗのொにし͔ͬΓとを͚、͜Ε
͔Βのऱொをͪͨࢲதֶੜ͕ൃల͞
ͤてい֮͘ޛをもͬてؤுͬてい͘。

 ʢΤΞίϯͱதػにۭௐࣨڭɺී௨ࡢ
ར༻ؾγεςϜʣΛઃஔͯ͠いͨだ͖ɺ

。がͱͯもշదになりまͨ͠ڥҭΛड͚Δڭ
　͔͠͠ɺಛผࣨڭにはઃஔされͯいないͷでɺ
ઃஔΛ͓ئい͠ます。


ಛผࣨڭのઃஔにはଟֹのඅ༻͕͔͔Γ、
ಋೖにͭいては、ࡒঢ়گをྀߟしてஅ

してい͖ͨいとࢥいます。

 ະདྷؗでͷ͠࠵にएऀがڵຯΛͯ࣋ΔՎ
खΞʔςΟετΛݺΜでཉ͠いです。


ఆཧ੍をಋೖし、ॅຽαʔϏࢦ、ࡏݱ
εの্をਤͬています͕、༗໊ͳΞʔς

Οετのίϯαʔτにはଟֹのඅ༻͕ඞཁと
ͳΓ、؍ཡྉもֹߴとͳΓます。ޙࠓ、ொͰもʮͳ
ΜͰもؑఆஂʯの։࠵を༧ఆしていΔのͰ、ͥ
ͻ͓ӽしͩ͘͞い。

安心・安全な
登下校について

学校施設の補修について

中学生代表あいさつ

特別教室へも
空調機の設置を

未来館に若いアーティストを
呼んで欲しい

ເͮ͘ ΓτʔΫ ٞձwith

ເͮ͘りτʔΫ XJUI 議会

̏̍ୈ̎άϧʕϓ　

Ϧʔμʔ　᳸
㆗ ㆈ ㆿ

७　ݟ
㆘㇅㇓ㆌ

さΜ

̏̍ୈ̐άϧʕϓ　

Ϧʔμʔ　த
ㆪㆉ㆗ㆾ

ౡ　ཅ
ㆀ ㆉ ㇊

ཬさΜ

ੜెද　

ా　େ༾さΜ

̏̍　

Ӭ
ㆪ ㆋ ㆂ

Ҫ　༎
㇆ ㆄ ㆌ

थ議

̏̍ୈ̍άϧʕϓ　

Ϧʔμʔ　
ㆎㆿ㇏ㆌ

　Ұ
ㆉ㆚㇄㆙

ହさΜ

̏̍ୈ̏άϧʕϓ　

Ϧʔμʔ　ക
ㆄ㇁㇀㇉

ଜ　࣮
ㆿ ㇆

݁さΜ
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 ຊொにはɺ֎ࠃͷํもଟ͘ॅΜでいます。
ײੜがັྗにߍߴりதֶੜɾࡇతなࡍࠃ

͡Δよ͏なΠϕϯτΛͯ͑ߟཉ͠いͱࢥいます。


ऱொྲྀަࡍࠃ༑のձͰは、ΫοΩϯάڭ
ࣨʮӳޠͰしΌΒͳいとʯのަྲྀ׆ಈ

校ੜ͕ັߴΘΕています。まͨ、தֶੜɾߦ͕
ྗを͡ײΔΠϕϯτにͭいては、Έͳ͞Μのए
い͑ߟͰاըを͑ߟてもΒい、ͦのऔΓΈを
ொもࢧԉしてい͖ͨいとࢥいますのͰ、一ॹに
。ுͬてい͖ましΐ͏ؤ

ເͮ͘りτʔΫΛऴ͑ͯʜ
˓େਓにͳͬͨ࣌に、;Δ͞とऱொにগ
しͰもԸฦし͕Ͱ͖ͨΒ。
˓ເͮ͘ΓτʔΫをݧܦして、࣏にもڵ
ຯ͕Θ͖ましͨ。
˓ऱொの一һͰ͋Γ、いͣΕબݖڍを࣋
ͭ͜とをし͔ͬΓҙࣝしてい͜͏と͏ࢥ。
すΔと͖はͦΕͳΓのをෛ͏ݴൃ˓
͜とを;ま͑てൃݴしΑ͏と͏ࢥ。

ʙɹ長洲தֶ̏ߍੜͷײൈਮɹʙ

 ऱӺͷपลはɺがੜ͑ͯいͨりɺࣗ సंが
ࣺͯͯ͋Δݱঢ়がͱͯも೦です。උͯ͠は

Ͳ͏です͔。まͨɺӺલでಛ࢈ͷൢചがで͖れɺ
Ӻར༻ऀが;͑ɺपลͷൃలにもͭ ながΔͱࢥいます。


ऱӺはொのޱؔݰとして、ৗ؍ܠ࣌をอͭඞ
ཁ͕͋ΓますのͰ、ਵ࣌ঢ়گを֬ೝしてεϐʔυ

をもͬײ てڥඒԽにΊます。まͨ、Ӻલのಛ࢈
ൢചళのઃஔܭըはࡏݱのと͜ Ζ͋ΓまͤΜ͕、Α
ΓॅΈす͘ 、に͗Θいの͋ΔҬをࢦしてい ま͖す。

 एいੈ͔Βऀྸߴまでͻ͖͚ͭΔεϙʔ
πࢪઃが͋れɺொ֎͔Βͷར༻も;͑ɺ

ொͷੑ׆ԽにܨがΔͱࢥいます。ொͷ͑ߟΛ
います。


ொͰはεϙʔπのྗͰ͋ྗ׆Δ໌Δいまͪ
ͮ͘Γをجຊཧ೦として、ܭըతにεϙʔ

πのৼڵをਪਐしています。৽ͨͳࢪઃのॆ࣮
には、ࡒ໘をؚΊ、ظతࢹͰऔΓΜͰ
いΔと͜ΖͰす。

 ຊொでもਓݮޱগがは͡まͬͯいͯͱͯも
ෆ҆です。ຊொಠࣗͷ̧̥ಈըΛ࡞ͯ͠ɺ

もͬͱもͬͱऱொͷྑさΛொ֎に̧̥ͯ͠
はͲ͏で͠ΐ͏͔。


、౦ொ、ਫொۄ、ࢢ໊ۄ、ࢢඌߥݝຊ۽
ೆؔொと࿈ܞし、͓সいܳਓώϩγ͞Μと

ίϥϘしͨಈըʮ͋ΒͨΊてۄߥͰすʯをެ։த。
まͨ、ொಠࣗの̧̥ಈըʮ͗Ύͬとऱʯもࠓ
݄̐にެ։しましͨ。ͥͻΈͳ͞Μݟてͩ͘͞い。

N（長洲）A（新しい）M（祭）で
若者を集めよう

長洲町の
駅前整備について

スポーツ振興で
町の活性化を

町のＰＲ方法について

子どもたちから長洲町への提言！
７月19日、役場議会議場で開催。長洲中学校３年生
８グループが登壇し、まちづくりへの提言を堂々と発表！

ເͮ͘りτʔΫ XJUI 議会
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次の定例会は

開会の予定です

˞Ұൠ࣭ͷ༰はொϗʔϜϖʔδで
　Ӿ覧で͖ます。

皆さん傍聴に出てこんね！

次の定例会は
皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！

˙い߹Θͤઌ

ి　
議会ࣄہ

７８－３２９１

खଓ͖ॅॴɾ໊ࢯɾྩΛॻ͚ͩ͘Ͱ͢

18潮さい（H29.8.1 No.130）「ながす議会だより 潮さい」は　　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索
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��
月
��
日
付
け
で
の
現

職
議
員
と
し
て
の
任
期
満

了
が
近
づ
い
て
い
る
。
９
月

定
例
会
が
最
後
と
な
り
、
そ

の
後
町
民
か
ら
の
審
判
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

町
の
現
状
、
未
来
に
向
け

て
、
議
場
で
の
町
の
予
算
決

算
、
計
画
等
の
チ
ェ
ッ
ク
は

十
分
に
で
き
た
か
一
議
員

と
し
て
自
己
を
振
り
返
る

時
で
も
あ
る
。

　

７
月
��
日
今
年
ス
タ
ー

ト
し
た
長
洲
中
学
校
３
年

生
の
夢
づ
く
り
ト
ー
ク�

XJUI�

議
会
。
８
グ
ル
ー
プ
が
登
壇
、

町
に
望
む
こ
と
学
校
生
活

で
気
付
い
た
事
な
ど
意
見

提
言
が
あ
っ
た
。

　

彼
ら
も
こ
の
先
３
年
後

に
は
選
挙
権
を
手
に
す
る

の
で
、
今
回
の
体
験
が
き
っ

と
成
人
と
し
て
の
ス
タ
ー

ト
を
き
っ
て
く
れ
る
と
感

じ
た
。

（
樋
口
）
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徳
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委
員
長
　
竹
本
　
信
次

委
　
員
　
福
本
み
や
子

委
　
員
　
大
森
　
秀
久

委
　
員
　
荒
木
　
睦
子

委
　
員
　
浦
辺
　
朝
章

委
　
員
　
樋
口
エ
ミ
子

発
行
責
任
者

議
　
長
　
松
井
　
一
也

େࢁ　ࢠさΜʢݹ۠ʣ

γʔόʔυංޙながすʢ্ԭऱ۠ʣ

傍聴席から一言

町民の声

ɹ一般質問のௌをͤ͞てい͖ͨͩ͋Γ͕と͏͟͝いましͨ。

ɹொのҝ、ொຽのҝにとٞһのํʑ、ॴのํʑの͝׆༂にँײகし

ます。͖ ͪΜとରԠ͞Εͨห、্ खにಀΔห、ٞ һ͞Μにࢦఠ͞

Εͳいとಈ͔ͳいொの࢟をまの͋ͨΓにしまして、ҎલϘϥϯςΟ

Ξ׆ಈのંに͡ײと༷ͬͨʑͳٙ問にͭいてࠓճのௌͰཧղͰ͖

Δもの͕͋Γましͨ。まͨௌに͖ͨߦいとͬࢥています。

ɹશࠃͰ��൪のڌとͳΔʮγʔόʔ

υංޙͳ͕すʯの։ॴ͕݄ࣜ̒��、ऱ

ொ̗ˍ̜ւ༸ηϯλʔにて��໊のདྷෂ

。ΘΕましͨߦ者͕出੮してؔ

ɹ͜のମとͳΔγʔόʔυδϟύϯは、

ਫ্ΦʔτόΠを༻いͨҬ׆ݙߩಈを

తに����݄̐にશࠃల։をελʔτ

しͨஂମͰす。۽ຊͰは̎൪とͳΔʮγʔ

όʔυංޙͳ͕すʢදɹதඌޫʣは、ਫ

ลの҆શଅਐにݶΒͣ、ւ、とͦのपล

Ҭに͓いてҬにີணしͨൣғにΘͨ

Δ׆ಈをల։すΔϘϥϯςΟΞஂମͰす。

ɹ͜Ε͔Βは、ਫ্ΦʔτόΠのମݧધͳͲのਫ׆ಈ、ࢠͲもͨͪւのັྗをൃ৴すΔ׆ಈ、ڥ

อશ׆ಈͳͲをاըしてい͖ますのͰ、օ༷の͝ࢧԉɾ͝ 。いしますئを͓ྗڠ

ொຽͷͻΖ

水上オートバイで地域貢献！

ւٹॿにもҰ


